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■みんなで里親プロジェクトって？
５つの取り組み
① 「里親ショートステイ」の実施 
利用者と里親のマッチング、各種調整、里親子・利用者支援

② 里親リクルート 
養育里親･ショートステイ里親の新規開拓

③ 里親制度・里親ショートステイの普及啓発  
チラシ・ミニカード・WEBサイトの作成、ネットワーク構築

④ 里親の支援 
研修、ピアサポートの仕組みづくり

⑤「里親ショートステイ」のサービスデザイン
行政・他機関・里親との協働

■「里親ショートステイ」の仕組みが定着！
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● 福岡市の「 子どもショートステイ」 と「里親ショートステイ」～ステイ日数（ のべ）～【 2014年度～2024年度】
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里親ショートステイ子どもショートステイ

2022年から福岡市の家庭養育推進自治体モデル事業を受託し、福岡市全域で展開してきた「里親に
よる子どもショートステイ（里親ショートステイ）」の普及は順調に進み、利用状況も毎年増加し続けて
います。区役所の窓口や利用者の皆さんにも、ショートステイの存在や仕組みだけでなく、ショートステイ
そのものの周知が進んだことから、新規の利用者も増えています。
このグラフを見ても、市全体で子どもショートステイの利用が急増していることがわかりますが、SOS
子どもの村の里親ショートステイ利用のべ日数は、2023年度の1329日から大幅に増え、2024年度は
2000日を超えました。初めてステイを利用した方が、「いい里親さんで安心しました」「子どもが楽しく
過ごしたようで嬉しいです」と報告してくれることもあり、その後、継続的な利用に繋がっていく嬉しい
状況がある一方、1日の受け入れには限度があり、依頼をお断りする件数も依然として２割程度あります。
すべての利用希望者が確実に使える里親ショートステイにしていくために、今後も、里親を増やすだけで
はなく、コーディネートの工夫や他機関の理解促進、家族支援の充実に注力していきます。



※SOS子どもの村の取り組み実績です。

■「里親ショートステイ」
　  利用家庭（実数）・ 利用家庭（のべ数）・ステイ日数（のべ数） 

2019年度

利用家庭
（実数）

利用家庭
（のべ数）

ステイ日数
（のべ数）

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

3家庭 7家庭 25家庭 72家庭 82家庭
（うち新規50家庭）（うち新規68家庭）

のべ
6家庭

のべ
13家庭

のべ
82家庭

のべ
176家庭

のべ
268家庭

67日 102日 501日 858日 1329日

2024年度

112家庭
（うち新規63家庭）

のべ
421家庭

2111日

みんなで里親プロジェクトの実績（2025年3月末時点）

■ 利用したこどもの年齢（人）
【2024年度】
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福岡市西区をモデルに実施 福岡市全域に拡充

■「里親ショートステイ」の利用理由（％） ■利用家庭の状況（％）

乳幼児の利用が大半ですが、中学生以上
の定期的な利用もあります。「親と少し
離れたい」「家では落ち着かないから静
かに過ごしたい」など、子どもの希望で
利用が始まることがあります。2024年
度より子ども自身が申請して利用でき
るようになったため、今後は中学生以上
の利用が増えていくかもしれません。

ひとり親家庭の利用が多いですが、その中
には、定期的な出張や土曜日が仕事の方も
います。頼れる親族や友人がいないひとり親
家庭にとって、宿泊できるショートステイは、
必須のサポートになっています。

ひとり親
67%

生活保護
20%

非課税 4%

その他（減免） 8% 一般 1%

育児疲れを理由にした利用は年々増え続け
ています。なかには、一時保護になるかどう
かという厳しい状況のご家庭もあり、要支援
家庭として多機関も関わり、ソーシャルワーク
が重要になるケースが増えてきました。

育児疲れ
60%

仕事 20%

疾病 12%

公的行事（その他） 4%出産等 4%

【2024年度】
【2024年度】



※SOS子どもの村の取り組み実績です。

チラシ・ミニカード・Facebook・HPなどで広報しています。関心
を持たれた方には、毎月開催している里親相談会「里親って？
カフェ」を案内し、カフェ後には公式 LINEでフォローをして
います。また、年１回開催しているトークイベント「福岡みんな
で子育てカイギ」では、夜間の預かりをしている「第2どろんこ
夜間保育園 」の園長・天久薫氏をゲストにお招きしました。
里親さんを含め57名の方が参加し、子どもだけでなく親も
含めてどう家庭を支えていくか、深めることができました。

■里親を増やす取り組み

■広報の実績【2024年度】

チラシ・カードの
配布

（約9500枚）

里親登録研修
「里親カレッジ」の

参加者
（26名）

「ショートステイ里親」
の新規登録者
（25名）

「里親って？カフェ」・
個別相談の参加者
（70名）
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■「ショートステイ里親」登録数（累計）
【2019年度～2024年度】

■ 区ごとの「里親ショートステイ」
     実施件数【2024年度】
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▲テーマ：親を支える～子育てをひらく、 つながる～

里親の普及啓発（里親リクルート）
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■ 区ごとの「ショートステイ里親」
    登録数（累計）【2023年度～2024年度】
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家族みんな、ショートステイで
子どもがくるのを楽しみにしています。

大変だなと思う時もありますが、
お預かりして、何日間かお母さんが
ホッとすることができているので
あれば、嬉しいです。

里親さんの声
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「里親ショートステイ」のサービスデザイン

里親の支援

全国から36都道府県の県・市町村・児童相談所・児童家庭支援セン
ター・フォスタリング機関・里親会・乳児院・児童養護施設など、子ども
や家庭の支援に携わる方々約150名に参加いただきました。こども家
庭庁から国の動向についてお話いただき、ショートステイ里親さんへ
のインタビューでは、ショートステイを受けてよかったこと、大変だった
ことなどお話いただきました。SOS子どもの村からは、専門職や行政
とは立場が異なる援助者（里親）が家庭に関わることの意義や、私的
な空間に公的なシステムが入ることの良さなど、お話しました。

■ショートステイ里親研修・交流会（年5回）
里親さんが感じる悩みや気になっていることを共有し、里親同士の
つながりを深めることを目的に研修交流会を開催しています。
2024年度は、のべ 83名の参加がありました。

■「第4回・里親ショートステイ全国ネットワーク会議」

■ 事業連携体制

検索みんなで里親

発行者：認定NPO法人 SOS子どもの村JAPAN
所在地：〒810-0042 福岡市中央区赤坂1-3-14 ブランシェ赤坂3階
T E L：092-737-8664
F A X：092-737-8665

MA I L：foster.west@sosjapan.org

HPから
情報発信中！

研修のテーマ

○ 子どもの安心を大切にするショートステイ　○ 親への理解を深める

○ 子どもへの理解を深める　○ みんなどうしてる？2024＆ランチ交流会 

【参加者の声】
・それぞれの里親さんのモノの見方や
考え方に新鮮な感動がありました。
・たくさん仲間がいるんだと
心強い気持ちになりました。

福岡市児童相談所とは、毎月1回情報交換
会を開催しています。里親情報の円滑な共
有により、既存里親のショートステイ里親
登録が推進されています。また、市内すべ
てのショートステイ実施機関との協働に
よる「福岡市ショートステイ質の向上のた
めの作業部会」には、福岡市や区役所も参
加し、現状の共有や制度の改善や課題につ
いて直接意見交換する場になっています。

テーマ:里親が子どもショートステイを担う意義

SOS子どもの村
（児童家庭支援センター）

福岡市
児童相談所

九州大学

福岡市ショートステイ
質の向上のための作業部会

福岡市
こども家庭課

区役所

フォスタ
リング
機関

乳児院・
児童養護
施設

里親 里親

里親

里親

里親

サービスデザイン
のための協働

事務局

事業評価
調査連携

里親リクルート連携
家族支援連携

里親リクルート連携
情報交換

ショートステイ実施・
サービスデザインの
ための協働


